
 

79 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 章 推進体制 

１ 推進体制 

２ 推進の視点 

３ 計画の評価方法 

  



第５章 推進体制 

80 

1 推進体制 

 

① 策定・推進委員会【附属機関】 

市民委員、各分野の活動関係者及び学識経験者等で構成し、地域福祉保健計画の策定・推進・評

価に関する検討及び決定を行います。 

 

② 横浜市地域福祉保健計画・横浜市地域福祉活動計画検討会 

 横浜市と市社協が共同で事務局を運営し、地域福祉保健計画と地域福祉活動計画の策定・推進・

評価に関する意見交換を行い検討を進めます。 

また、必要に応じテーマ別検討会を設置し、重点的に検討を進めます。 

 

③ 関係局区検討プロジェクト 

市の関係局区が連携して、地域福祉保健の推進に向けた取組を総合的・横断的に進めるための検  

討、連絡調整を行います。 

 

 

 計画の推進にあたっては、行政・社協・地域ケアプラザが、生活課題や地域課題の解決に向けたコーディネ

ートの中心を担います。また、各区、各地区で地域福祉保健計画を推進していく際も、区役所・区社協・地域ケ

アプラザの三者が連携しながら、その役割を果たしていきます。 

 しかしながら、地域づくりは支援機関だけで行うものではありません。横浜の地域社会には、多様な人材と活

発な市民の力が豊富にあります。また、地域住民だけでなく、施設、企業・商店、NPO、学校等、地域には様々

な主体の参画も進んでいます。 

 住民・支援機関・関係機関等が連携し、住民主体の地域運営が行われるよう、協働して取組を進めていきま

す。 
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2 推進の視点 

社会情勢や家族機能の変化等を背景に生活課題が複雑・多様化する中で、社会的孤立や制度の

狭間の問題、複合的な課題など、一人ひとりの状況に合わせて包括的に対応していくことが求め

られています。 

地域福祉保健計画は、高齢者、障害のある人、子どもといった分野別計画を横断的につなぎ、

地域の視点から共通する理念、取組推進の方向性を地域住民と支援機関、関係機関で共有し、地

域における暮らしの充実を目指すものです。誰もが孤立することなく、一人ひとりの困りごとを

受け止め、支えあう地域づくりに向けて、地域福祉保健計画の推進を通して、支援機関が共通し

て持つべき視点・姿勢を「推進の視点」として整理します。 

 

(１) 地域住民と支援機関・関係機関の協働により、地域福祉保健を推進する 

地域においてこれまで築いてきた身近な支えあいを継続し更に高めていくためには、地域の課

題に気付き解決するまでの過程において、地域住民の主体的な参画が不可欠です。暮らしの中で

の変化への気付きや、生活の延長線上での声かけ、気にかけあいといったことは、同じ地域に暮

らしているからこそできるものです。 

支援機関は、そうした地域住民の主体性を大切にしながらも、住民任せとせず、地域とともに

課題や目指す姿を共有し、合意形成を図りながら、解決に向けて主体的に取り組みます。 

また、横浜の地域社会には、多様な人材と活発な市民の力が豊富にあります。地域住民だけで

なく、施設、企業・商店、NPO、学校等、地域の関係者を幅広く捉え、それぞれが参画できるよ

う働きかけていきます。 

 

 

(２) 一人ひとりの暮らしに着目して支える 

なんらかの「支え」が必要になっても、これまでの生活やつながりを途切れさせることなく自

分らしく暮らしていくためには、地域との関係性の継続・構築も踏まえた上で、制度やサービス

と地域住民の支えあいを一体的に捉えて支援する必要があります。また、地域共生社会の目指す、

支え手・受け手を超えた双方向の関係性は、これまでの暮らしの中にこそ、その人なりの強みや

出番につながるヒントがあります。 

一人ひとりの価値観やどのように暮らしていきたいのかという思いに着目し、これまでの暮ら

しやつながりを大切にします。 
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(３) 既存の枠組みにとらわれず解決に向けて取り組む 

地域では、様々な創意工夫により、数多くの支えあいの取組が生まれています。しかし、地域

で新たな取組を始めようとしたときに、既存の制度や規制により、思うように進められないとい

ったケースもあります。 

また、社会の変容や生活課題の複雑・多様化により、これまでの支援制度では解決できない課

題が増えています。 

支援機関は既存の制度や業務の枠組みの中で捉えるのではなく、課題解決に向けて、各組織内、

関係機関との連携を強化し、分野横断的な体制を整えながら、施策化や事業化も含めて、粘り強

く取り組みます。 
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3 計画の評価方法 

(１) 計画の評価時期 

 第５期横浜市地域福祉保健計画の評価は、2026（令和８）年度に中間評価を実施し、計画期間後

半の取組の推進方策に反映させます。 

 その後、計画推進の最終年度の２０２８（令和１０）年度には計画期間全体を通しての推進状況につ

いて最終評価を行い、次期の計画策定に生かしていきます。 

 

(２) 評価の基本的な考え方 

 地域福祉保健計画の策定・推進にあたっては、取組を定めて進めていくとともに、その取組

の進捗や成果・効果等を定期的に振り返り、確認した上でその後の活動に生かしていくこと

が重要となります。 

 その一方で、第５期横浜市地域福祉保健計画の目指す姿である「認めあい」、「つながり」、

「ともに」は、第５期横浜市地域福祉保健計画に記載された取組以外にも様々な取組と合わ

せて目指すものです。 

 また、誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域づくりは長い年月をかけて進めてい

くものであり、第５期横浜市地域福祉保健計画の計画期間である５年間では、その成果を適

切に測ることが困難です。 

 したがって、評価については、「取組の良し悪しを判断する」のみではなく、「どのような変

化があったか」、「次期計画に向けて何が必要か」を関係者間で話し合い、取組の推進や次期

計画策定に生かすことを重視します。 

 

(３) ロジックモデルを活用した評価 

 第５期横浜市地域福祉保健計画の評価では、取組と目指す姿の関係を明確にし、関係者間でのコ

ミュニケーションを促進することを目的に、ロジックモデルを活用した評価を実施します。 

 ロジックモデルは、取組が目標に至るまでの流れを、フローチャートの形で論理的に説明するもので

す。 

 ロジックモデルを評価に取り入れることで、以下のような効果が期待できます。 

➢ 目的と手段の因果関係をビジュアルで示すことができ、その考え方を関係者間で共有すること

ができます。 

➢ 目指している状態を明確に定義することで、妥当な評価指標を設定することができます。 

➢ 取組が総覧化されるので、足りない取組や不要な取組に気付くことができます。 

 第５期横浜市地域福祉保健計画のロジックモデルは、次のページに示しています。 
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第５期横浜市地域福祉保健計画のロジックモデル 

以下のロジックモデルでは、第５期横浜市地域福祉保健計画の目指す姿である、「認めあい」、「つな

がり」、「ともに」と各取組の因果関係を図示しています。取組によって生じる変化・効果（アウトカム）を段

階的に示し、最終的な目標（最終アウトカム）にどのようにつながっているかを整理しています。 

 

活動（5期の取組） 直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

※指標に加え、関係機関・支援
機関等が実施した取組、生じた変
化・成果、課題等の聞き取りを踏
まえて評価

1(1)日常的なつながりを通じた住
民による支えあいの充実

1(2)課題解決に向けた住民・関
係機関・団体の連携

1(3)身近な地域における総合的
な権利擁護の推進

2(1)地域における関係組織・団
体の体制の強化

2(2)社会福祉法人・企業・学校
等の主体的な参画に向けた支援

2(3)区役所・区社協・地域ケアプ
ラザ等の協働による地域を支える
基盤づくり

3(1)多様性を理解し、尊重しあ
える地域づくり

3(2)交流・つながり、社会に参加
する機会の創出と拡充

3(3)つながりを通じた健康づくりの
推進

②住民同士の日常のつながりが増える

【指標】地域の取組を共有する
機会の数

【指標】（複合的な課題を抱
えた人を支援するため、）地域
住民と専門職による会議の開
催数

【指標】区協議会（区成年後
見サポートネット）参加者数

【指標】地域活動者を対象とし
たフォローアップ研修やリーダー
層に向けた研修の実施回数

【指標】・共創「リビングラボ」の
活動団体数
・横浜市市民協働条例に基づ
く協働事業数

【指標】地域福祉保健計画に
関する職員研修の実施回数

【指標】多様性理解啓発プロ
グラム実施回数

【指標】地域活動への参加の
きっかけとなる講座の開催回数

【指標】・保健活動推進員・食
生活等改善推進員の研修実
施回数
・介護予防人材の発掘と支援
の実施回数

⑩多様な立場や背景、価値観の違いを知る
機会が増える
【指標】・学校の福祉教育の参加者数
・福祉のまちづくりの研修参加者

④孤立している人が身近な地域でつながる
機会がある

【指標】・生活困窮者自立支援制度相
談者数
・社会的孤立の防止につながる地域主体
の取組数

⑪幅広い市民参加に向けて、これまで参加
できなかった人が参加できる地域活動が広
がっている
【指標】・市民協働推進センター及び区
市民活動支援センターの相談件数
・市民意識調査で「市民が地域活動に
参加している」と回答した割合

⑫つながりや交流による健康づくりを行う人
が増える
【指標】通いの場への参加率

⑬身近な地域に健やかに過ごすための場所
や機会が増える

【指標】健康づくり、保健活動の視点を重
視した地域主体の取組数

⑥多様な主体による地域活動が広がる

⑦多様な主体が地域課題を共有している

【指標】地域ケアプラザが事務局機能を
果たしている地域福祉団体・機関とのネッ
トワーク数

⑨個別課題解決の視点を持った地域支援
ができている
【指標】個別課題を見据えた地域支援の
検討をした地区別支援チーム数

⑧地域における個別の困りごとを関係者が
連携して受けとめられる（支援者がひとりで
抱え込まない）

⑤意思決定に支援が必要な人も、地域の
中で自分らしく暮らせる

【指標】 相談支援機関における権利擁
護に関する相談取扱件数

(E)住民が多様性を理解し、
尊重しあえる

【指標】市民意識調査
で「文化の違いや多様
性を認め合う風土」／
「高齢者や障害者も暮
らしやすい」を回答した
割合

(B)困りごとを抱える人が
安心して自分らしく暮らせる

【指標】市民意識調査
（満足している公共
サービス）で福祉的支
援の項目を回答した
割合

(A)住民の支えあいが充
実する

【指標】市民意識調査
（近所との付き合い
方）で「困ったとき、相
談したり助け合ったりす
る」と回答した割合

(F)住民のつながりを通じ
て健康が増進される

【指標】市民意識調査
（主観的な健康観）で
「満足」と回答した割合

(C)多様な主体の連携・協
働による、地域課題の解決
に向けた活動が充実する

【指標】地域とNPO法
人、企業等が連携した
取組の実施数

(D)住民・関係機関・団体
が連携して、複雑・多様化
した課題を抱えた人に継続
的に寄り添い、関われている

認めあい
（お互いに尊重し、
安心して自分らしく暮ら
せる地域）

つながり
（気にかけあい、
支えあい、健やかに暮ら
せる地域）

ともに
（助けが必要な人も、
手を差し伸べる人も、ひ
とりで 抱 え込まな い地
域）

①困りごとを抱えた人に気付く機会が増える

【指標】つながりを目的とした地域主体の
取組数

③住民同士が地域課題の解決に向けて話
しあえている

【指標】 協議体の開催数（生活支援体
制整備事業）

1(4)生活困窮者支援を通じた地
域づくり

【指標】 生活困窮者自立支
援制度支援会議の参加者数

【指標】把握されている住民主体の交流・
居場所の数

【指標】・地域貢献活動を実施している
社会福祉法人数
・民間事業者と連携した見守り参加事業
者数

【指標】民生委員・児童委員が困りごとを
相談されたときの相談先と連絡調整回数
（委員相互・その他関係機関） 【指標】住民を含む関係

機関・団体の見守り情
報共有の場の数

アウトカムの達成に向けた取組の内容 取組の結果として生じた変化・効果 ※複数の段階で示しています 取組が目指す最終的な状況

「アウトプット指標」：

取組をどのくらい実施できたかを測る主な指標

「アウトカム指標」：

生じた変化・効果を測る主な指標
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(４) 評価内容・手順 

 評価に必要な情報の収集 

 ロジックモデルの「５期計画の取組」では、地域や関係機関・支援機関がどのような取組をどれくら

い実施できたかという観点から定量データ（数値で把握できる情報）と定性データ（数値で表せな

い質的情報）を把握します。 

 「直接・中間アウトカム」では、取組が地域にどのような変化をもたらしたか、抱えている課題と解決

に必要なことは何かという観点から必要な定量データと定性データを把握します。 

 定性データは、地域や関係機関・支援機関の取組や課題について、区役所等を対象としたヒアリン

グ（もしくは紙面調査）により情報を収集します。 

 

 定量評価・定性評価の実施 

 上記で収集したデータを基に、ロジックモデルの「中間アウトカム」ごとに評価を実施します。 

 評価結果を踏まえて、「最終アウトカム」について最終評価（定性的なまとめ）を行います。取組の進

捗状況とその結果や成果、地域や住民の変化、課題などについて総合的に振り返ります。 

 関係者間での話し合いを通じて、最終評価を確定します。確定した最終評価は、住民・関係機関・支

援機関等で共有するとともに、今後の取組推進にも活用します。 
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参考：ロジックモデルとは何か 

 

 

第５期横浜市地域福祉保健計画の評価で活用するロジックモデルとは、取組が目標に至るまでの

流れをフローチャートの形で論理的に説明するものです。ロジックモデルの考え方は、様々な場面で

活用することができます。ここでは、「地域のお祭り」を題材とした簡易な例でロジックモデルについ

て説明します。 

以下の図は、「地域のお祭りが盛り上がる」を最終アウトカムとしたロジックモデルの例です。最終

アウトカムは、事業において達成したい最終的な状況を指します。ロジックモデルを作成する際には、

原則として最終アウトカムの検討から始め、目指す状況を達成するために必要なことを逆算して検討

します。 

今回の例では、「地域のお祭りが盛り上がる」という最終アウトカムを「お祭りに遊びに来る人が

増える」・「お祭りの企画内容が充実する」という２つの中間アウトカムに落とし込み、更に「お祭りを

知る人が増える」といったより具体的なアウトカム（直接アウトカム）を設定しています。そして、直接ア

ウトカムを達成するために必要な取組を左側に整理しています。 

このようにロジックモデルを作成することで、計画した取組と目指す状況の関係が適切か、必要な

取組が網羅されているかどうかについて関係者で検討することが容易になります。 

 

＜「地域のお祭り」を題材としたロジックモデルの例＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・トイレを増やす
・交通整理を行う
・バリアフリールートを作る

・ポスターを掲示する
・チラシを配布する
・SNSでの周知を行う

お祭りを知る人が
増える

参加への障壁が
減る

お祭りに遊びに
来る人が増える

地域の
お祭りが
盛り上がる

直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム取組

・地域の団体や飲食店に周知する
・学校の部活に依頼する

・地域の企業に協賛を依頼する

出店・企画への
応募者が増える

予算が増える

お祭りの企画
内容が充実する

○お祭りの認知度
〇Webサイトの

アクセス数

○来客者数

○出店・企画・
パフォーマンスへの
応募団体数

○協賛金の合計額

○来客者アンケート
での改善点の指摘数

○屋台の出店数
○企画数
○パフォーマンス

団体数

■ポスターの掲示箇所数、チラシの配布枚数、
SNSへの投稿回数

■トイレ設置数、交通整理担当人数、
バリアフリールートの有無

■働きかけを行った団体数

■協賛を依頼した企業数

「アウトプット指標」（■）：

取組をどのくらい実施できたかを測る指標

「アウトカム指標」（○）：

生じた変化・効果を測る指標

計画された「取組」と「最終アウトカム」の関係は適切か？

必
要
な
取
組
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
か
？

アウトカムの達成に向けた取組の内容
取組の結果として生じた変化・効果

※複数の段階で示しています
取組が目指す
最終的な状況
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